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平成 23 年度　海外短期留学報告書

スタンフォード大学短期留学報告書
派遣員　山本智朗　国際医療福祉大学

留学先：スタンフォード大学フォーク心血管研究センター
期間　：2011年9月20日〜2012年1月20日

1．留学の動機
　平成 22年 10月下旬，核医学分科会の河村分科会長
から，「誰か短期留学を希望する人に心当たりはない
か？」というメールが届いた．海外での研究というもの
に興味はあったが，私には無縁なことであろうと思って
いた．事実，相談できるような知り合いもいなかった
し，年齢的にも留学するような歳は過ぎていると思って
いた．しかし「自分は興味を持っているが，知り合いも
いないので難しいと思います．他を探してみます」とあ
まり深い考えもなく返信してしまった．河村分科会長は
知り合いなどに聞いてみるということになったが，申込
期限まで 1ヵ月程しかなく，どのみち時間的にも厳しい
と思っていた．すると，平成 21年度にスタンフォード
大学に短期留学した松浦由佳氏を紹介してくださり，直
接お会いしてお話を聞き，研究責任者であった Dr. 

Michael McConnell（以下，Mike）に連絡して下さること
を快く引き受けてくれた．個人的には肝臓の機能評価や
脳機能解析に興味があったのだが，心臓も核医学では
長くやってきたし研究もしてきた．松浦氏の報告書を読
み，「何とかなるかな？」と考え始め，無縁だと思ってい
た海外留学が急速に現実的なものに変わってきた．し
かし，仕事の代行が難しい大学の教員の場合，講義・実
験・学生指導のほか，膨大な事務仕事を誰が引き受けて
くれるのかという問題もあった．幸いにも私の担当講義
や実験は前期に集中しており，後期は 2コマの講義だ
けであったし，代理講義も福喜多博義教授と非常勤講
師の清水慶昭先生が快く引き受けてくださることになっ
た．卒業研究指導や事務仕事も他の教員の皆さんのご
協力で何とかなりそうになったが，その期間の私の処遇

も問題であった．事務に相談すると短期留学という実績
は過去になく，どのように対応してよいのか判断が難し
いと事務でも困っていたようであった．そして出された
処遇は，短期留学 4カ月のうち 3カ月分は研修扱いと
するが，給料は約 1/3に減額，賞与も 3カ月分は控除す
るということであった．当初，これは研究・教育の一環
であると思っていたので示された条件には納得がいか
ない部分もあったが，家族も先行投資（リターンが必
要？）ということで了解してくれた．その後，有識者から
の推薦書 2通も快く引き受けていただけた．残る最大
の問題はMikeからの返事である．事前に聞かされてい
たし渡米後に痛感したが，Mikeからの返信は尋常でな
く遅い．松浦氏からメールで OKの返事が来たという連
絡は申し込み締め切りの数日前であった．書類は準備し
ていたので直ぐに郵送した．その翌月に学会で承認さ
れ，渡米が確定的になった．以上のように，実は勢いだ
けで短期留学が決まってしまったのである．

2．渡米準備
　年明けの平成 23年 1月下旬から本格的に書類の準備
に取り掛かった．まずは履歴書（curriculum vitae; CV）と
カバーレター（cover letter; CL）を作成する．日本のよう
に決まった書式はないので，ネットで調べて書き方を真
似して作成後，こういった書類を専門に添削する業者
にネイティブチェックを依頼し，立派な CVと CLが完
成した．早々にこれを送る．その後Mikeの秘書である
Katから追加の書類を送るように指示された．さらにそ
の 5カ月後，やっと手元に DS-2019などの必要書類が
郵送されてきた．ようやくVISA申請に必要な書類の作
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成ができ，同時にアメリカ大使館に面接の予約を入れる
ことができた．ここまで来ると話は早く，無事に J-1 

VISAを取得できた．銀行口座の開設と，航空券も手配
し，すべての準備が整ったのは 9月上旬で，出発まで
ある程度の余裕が持てたのは幸いであった．

3．渡米後の手続き
　入国審査も観光とは異なり質問事項も多く，矢継ぎ
早に質問されたが問題なくクリアできた．スタンフォー
ド大学に到着すると，私のボスであるMikeと秘書の
Kat，さらには事務の Anneまでが夏季休暇で 2週間ほ
ど休みとなっており，何をどうしていいのかわからな
い．何せ建物に入るにはカードキーが必要で，これが
無いとラボに入ることさえできないのである．その時，
日本人の方がいて本当によかったと心底思った．小菅
寿徳先生が事務員の Scottにお願いし，カードキーの作
成を依頼してくださった．さらには Stanford IDの作成
も手伝ってくださり，とりあえずオフィスに入ることが
できた．その後 International Centerにて受入の手続き
を完了し，登録手続きも終わった．
　住居も決まったが，研究に先立ちやらねばならないこ
とはまだまだある．ラボ内には 3.0 TのMR装置がある
が，ここに入るだけでも入室訓練および試験にパスしな
いとカードキーの許可が出ない．さらに，個人情報取扱
や，動物実験を行うための教育訓練と試験をこなして
いく必要があった．また，放射性同位元素の取扱にも日
本と同様に教育訓練の受講と試験（詳細は HP参照）に
パスする必要があった．
　さらに，カリフォルニア州の条例で 3カ月以上の
VISA滞在者が車を運転する場合，住居を定めた日から
10日以内に自動車運転免許取得申請をしなければなら
ないとあり，早々に申請をした．いくつかの試験を受け
たが，一番緊張した試験は自動車運転免許の筆記試験
と実技試験であった．渡米後約 1カ月は，このようなこ
とをしながらアッという間に過ぎていった．

4．スタンフォード大学での研究
　研究するために来たからといって，直ぐに希望の研
究に着手できるような甘い状況ではない．何せ，私が
使える研究費というものは 1セントだってないのだ．ま
た，オフィスは小菅先生，北川先生と共有で，部屋内
は日本人だけであり，当然日本語で話すことになる．た
だでさえ下手な英語の進歩もますます厳しい．そんな
中，まずは言葉の問題がない両先生方の研究を見学す
ることから始めさせていただいた．実験はわれわれの
Falk Centerのほか，Clark Centerの imaging labや，

Beckman Centerなど複数の施設を使用するが，小菅先
生の実験は細胞レベルの実験であり，培養と顕微鏡で
の観察と，全くわからない領域の話である．北川先生は
マウスを使った研究であったが，当初はマウスの腹部
大動脈をエコーで観察しており，人間のエコーもよくわ
からないのに，マウスのエコーなぞわかるはずもない．
そこで私のやるべきことはまず，彼らの研究に関する論
文を検索しそれを読むことである．幸いスタンフォード
大学のライブラリにある論文検索は大変強力で，ほとん
どの原著をダウンロード可能であった．ついでに自分の
研究分野のものや興味のあるものを片端からダウンロー
ドさせてもらった．両先生方の研究は未知の領域で，そ
の難しさは尋常ではなかったので，オフィスに居るとき
の私の仕事は関連論文を読むことであり，実験のない
大半の日はそれが唯一の仕事でもあった．
　ラボでは毎週の定期ミーティングのほか，ほぼ毎日ど
こかで開催されているランチョンセミナーに参加するこ
とで昼食代を浮かしていたが，毎回同じようなメニュー
なので，少々飽きながらも勉強とヒアリングの練習を兼
ねセミナーにはできるだけ参加した．また，金曜の夕方
は世界各国から来ているポスドク達が交代で自分の研
究を発表する会があり，ビールを飲みながら自分の故
郷の話も混ぜて研究の話をするというフランクな会で
あったため，私はヒアリングとビール目的で参加した．
また，ネットで色々調べていると核医学部門で basic 

science lecturesという早朝講義が毎週木曜日に行われ
ているのを発見した．内容は私が学生に講義をしてい
るそのもののレジュメであった．直ぐに担当の Dr. Craig 

Levenに受講させて欲しい旨をメールすると大歓迎と了
解してもらった．この講義を聞いているのは学生ではな
く，核医学の若手医師たちだ．彼らは装置の特性や
データ収集法，再構成理論などを勉強するために来て
いる．内容は初歩的なことであったが，自分の講義内容
と同じものをすべて英語で聞けるのは大変よい勉強に
なったし，何よりヒアリングの練習には非常に有用で
あった．
　見学させていただいている実験の内容も段々わかっ
てきたある日，他の研究室の池野先生から「今度 PET/

CTをやるけど，画像を見てもらえる？僕ら核はよくわ
からないから」といわれ，やっと自分がわかる領域の実
験に参加できると思い，是非見学させて欲しいとお願
いした．最初の実験で，動物取扱技師であるAlfredo

に会った．彼とはその後，冗談をいって馬鹿笑いするほ
ど仲良くなったが，初めは非常に怖かった．英語に慣
れていない日本人は，聞いた英語を頭で日本語に訳
し，その返答を日本語で考え，英語に直してから発声
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するのだろうと思う．少なくとも私はそうだった．さら
に悪いことは，できもしないのに文法も完璧でカッコい
い英語を話そうとする．しかし実際の会話では成り立た
ないことを Alfredoの最初の一言で強く思い知らされ
た．彼は私に「日本で何の研究をしているのか？何でこ
こを選んだのか？」と質問してきた．彼の言葉は理解で
きたが，それに対する返答を頭の中で考えてしまってい
るその瞬間に Alfredoは「おいおい，彼は英語できない
の？」と他の研究者に聞いた．さすがにそれに対しては
まずいと思い，「いや，わかるのだけど私の英語が下手
だから．で，日本での研究は…，ここを選んだのは…」
と無茶苦茶な英語で必死に答えた．ちょっと苦笑いの
Alfredoはそれ以来あまり話しかけてこなくなってし
まった．英語力の無さを痛感した瞬間であった．しか
し，自ら行動しなければもっと相手にされないだろうと
思い，できることは積極的にやるように心掛けた．まず
は実験で使う豚の運搬と固定であるが，それくらいしか
できることがなかったし，完全に Alfredoの助手として
実験に参加していた．それでも参加できていることに，
ホッとしていたように思う．
　実験ではまず，カテ室で豚の LADをバルーンで 1時
間血流を途絶させ，心筋梗塞モデルを作る（Photo 1）．
その 2週間後から心筋梗塞巣に ES細胞を移植し，細
胞が定着しているかの評価を，MRと PET/CTで評価
しようというものである．ある実験中，reperfusionさせ
た瞬間に ventricular fibration（VF）になり，初めて豚の
心臓マッサージを行ったが，残念ながら死んでしまった
こともあった．MRの造影剤も独自開発しているものも
あり，DSA とMR（3.0 T）はラボ内の人間用の装置を使
用する．しかし PET/CTは病院の装置を一般診療終了
後に使用する（Photo 2）．完全に見えないようにしては

いるが，PET/CTで豚の撮像をしている反対側の部屋の
SPECT/CTではまだ患者さんを検査していたこともあ
り，日本ではまず考えられない光景だ．ES細胞は静注
のほか，カテで冠動脈から投与したり，開胸して心筋に
直接筋注したりするなど，さまざまな実験を重ねなが
ら，そのたびにMRや PET/CTで撮像を行った．最後
は薬殺し心臓を取り出して終了するが，1匹の豚に掛か
る実験費用は数百万円にもなるそうで，さまざまな研究
者が実験に参加する．勿論数匹の豚を使用するので，
一連の研究に掛かる費用は相当の額である．
　ある実験で PET/CT撮像直後，病院の技師が画像を
表示し，それを各研究者がいじって集積を確認しなが
ら色々と話しあっていた．私はそれを「カラーテーブル
を変えればわかりやすいのに」と思いながら後ろで見て
いた．ある瞬間，研究者全員の手が止まって考え込ん
でいた．その時，私はちょっとマウスを拝借し，カラー
テーブルを変更して集積部位を判りやすいように画像を
調整してあげた．研究者達は「Oh, good job!!」といって
くれたが，誰にでもできる，あまりに単純なことに，逆
に恥ずかしくなってしまった．しかしこの簡単なこと
が，今後私に意見を聞いてくれたりするきっかけになっ
たのは間違いないと思う．また，豚を開胸して心臓を取
り出す際に，研究者の Dr. Patricia Nguyen（以下 Tricia）
が標本写真を撮りたかったらしく，私はデジカメを持
ち歩くようにしていたので，心臓の標本撮影をかって
でた．初めはほとんど喋ってくれなかった Triciaも「Hi, 

Tomo」と，見たこともない素敵な笑顔とともに名前を
呼んでくれるようになった．さらには cardiovascular 

medicineだけではなく早朝講義出席のおかげで nuclear 

medicineの医師たちとも話をする機会がどんどん増え
ていった．

Photo 1　豚の心筋梗塞モデルの作成はラボ内の装置にて，
人間と同じ手技と清潔度で実施される

Photo 2　豚の PET/CT撮像は病院の臨床機で実施する
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　最終的にはいくつかの実験に見学および参加をさせ
ていただき，二つの実験では discussionの場にも参加さ
せていただいた．その二つのうちの一つは北川先生の
実験で，腹部大動脈瘤にスタンフォード大学独自のト
レーサである18F-FPPRGD2が集積するかということ
で，私はマウスの扱いのほか，autoradiographyで少し
は役に立てたのではないかと思う1～4）．もう一つは豚の
実験で，Dr. Phillip Yang（以下 Phil），Dr. Rajesh Dash

（以下 Raj）および Triciaと PET/CTのデータ解析（ト
レーサは18F-FHBG）で collaborationさせていただけると
いうありがたいお話もいただき，帰国後もデータ解析を
させていただくことになり，貴重なデータを CDに保存
し解析を託してくれた5～15）．しかし普段は陽気で明るい
Philも Rajも，データ解析にはさすがに厳しく，解析期
限については厳守するように真剣な表情で依頼してき
たので，重大な仕事を依頼されたと改めて思った．これ
らの結果も含めて論文を作成し，私も coauthorとして
名前を載せるといわれ，acceptされれば私がここに来た
証になるという期待が膨らんだとともに，本当に来てよ
かったなと感じた瞬間でもあった．
　しかしながら，研究では PET/CTのデータ解析のた
め GE Healthcare社の work stationを使いたかった
が，それは核医学部門の読影室にあった．私の所属は
radiologyではないので，読影室へ自由に入る許可がな
い．18時以降で読影医がいる間なら使ってよいといわ
れたが，戸締りの問題もあるので，実際には 1時間程度
しか使用できなかったし，土日は全く使えないなど中途
半端であった．そのためMikeに入室許可を依頼したの
だが，これが全然進まない．会うたびに確認するのだ
が，「今やっているから．わかったら連絡するから」とし
か返答がない．結局私の要求が通ったのは 1カ月後
で，帰国の数日前であった．実はそのために，データ解

析は日本への持越しとなり，GEヘルスケア・ジャパン
（GE社）にお世話になることになってしまった．

5．カリフォルニアでの生活
　スタンフォード周辺は全米屈指の治安のよさだといわ
れている．しかし，それも次第に変わってきているよう
だ．大学近郊でも夜間の路上強盗が複数発生し，大学
内の学生寮にも拳銃強盗が入るなど犯罪が増えている
という．渡米後早々に中古車を購入した．そのおかげ
で，実験が遅くなっても安心して通勤できたし，行動範
囲がかなり広まったので，休日も充実した日々を過ごす
ことができた．
　渡米期間はさまざまな行事のある時期であった．
Thanks Giving Day，Halloween，Christmasそして Count 

Downなど．Halloweenでは夜に近所の子供たちが
「Trick or Treat !!!」と家を訪れ，念のために用意してお
いたお菓子を喜んで貰っていった．
　年明け早々，Mikeがホームパーティを開いてくれた
（Photo 3）．超高級住宅地という Los Altos Hillsの高台
に建つ豪邸のリビングは，余裕で 20人以上の立食パー
ティーができる広さであった．このパーティーでは，
real time MRIや fMRIの権威であるDr. John Pauly

や，stem cellの研究で有名な Dr. Joseph Wuなども参
加しており，Dr. Wuとは少しだが話す機会も持てた．
また，心臓関連のラボに集まる日本人研究者たちが開
催している“Do-Hatsuの会”（詳細は省略）にも呼んでく
ださり，広い人脈を築くことができたことは今後の大変
素晴らしい財産になったと思う．

6．留学を終えて
　帰国前に Philたちが締め切り以上に強調したのは，
PET/CTのデータだけで解析をしてほしいということ．

Photo 3　ボスのDr. Michael McConnellとホームパーティにて
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つまり，私にはMR画像などは見せないということで
あった．この趣旨は，彼らはここに集積があるはずとい
う先入観で画像をみてしまうので，PET画像について
はそのようなバイアスの掛からない状態で評価してほし
いということであった．しかし集積率は決して高くな
く，正常心筋には集積しないため結構難しい．帰国後
の翌日午後には職場の会議に出席したが，時差ボケが
さすがにひどく，体内時計が完全に日本時間に一致す
るのに 10日ほどかかった．その後に GE社の協力を得
てデータ解析を開始し，できる限りの結果を作成する
日々となり，大学業務も重なり帰国後もゆっくりする時
間はあまりなかった．MRのデータを見せられていない
状況で本研究の解析の検討を進めると，造影 CT画像
もないためさまざまな問題が発生し，GE社には専用の
マクロを組んでもらっては予備結果をメールで添付し，
今後の方針を検討しながらまた解析…と進めてきた．
私が集積ありと評価した場所とMRの結果に相関があ
ればよいわけである．彼らが満足できる結果を提供でき
たのかどうかは論文の進行状況を待たねばならない．
　留学といっても 4カ月という短期で何かができること
は非常に困難である．正直，見学程度になる覚悟で渡
米した．しかし，1カ月後くらいから実験を見学させて
もらい，ちょっとしたことで研究にも参加させていただ

き，重要で貴重なデータ解析を託してくれたことは，私
にとっては想像を超えたご褒美と感じることができた．
今後も本学会の国際交流が継続できるように，また，や
る気に満ち溢れている本学会会員の手助けができるよ
うに，微力ながら尽力したいと思う．
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